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はじめに 

 学校施設は未来を担う子供たちが集い，生き生きと学び，生活をする場です。また，

地域住民にとっては生涯にわたる学習，文化，スポーツなどの活動の場であり，非常災

害時には避難生活のよりどころとしての重要な役割を果たします。 

 今，この学校施設に老朽化の波がおしよせています。厳しい財政状況の下，効率的・

効果的に対策を進めるため，従来のように建築後４０年程度で建て替えるのではなく，

コストを抑えながら建て替えと同等の教育環境を確保することができ，排出する廃棄物

量も少ない新しい方法「長寿命化改修」への転換が求められています。 

本書は，長寿命化改修を実施するための具体的な手法やノウハウが詰まった初めての

手引です。地方公共団体の方が，長寿命化改修に一歩踏み出すためのきっかけとなる資

料となることを願い取りまとめました。この本をもとに，改修により建物を長く使うこ

との意義や効果について考えていただきたいのです。 

なお，今後，学校施設の改修・改築の需要が集中することが予想される中，効率的・

効果的に老朽化対策を行うためには，先にまとめられた報告書「学校施設の老朽化対策

について～学校施設における長寿命化の推進～」（平成２５年３月）を踏まえつつ，中長

期的な整備計画に基づく計画的な整備や，余裕教室などの空きスペースの有効活用や公

共施設との複合化といった重点化も進めていくことが必要です。 

長い間，その街で歴史を刻んできた学校が，子供たちや地域の方々，教育委員会や教

職員の方々の思いとともによみがえり，将来を担う子供たちや地域も元気になる。そし

て，その後も世代を超えて大切に使い続けられる。そんな取組が全国に広がっていくこ

とを願ってやみません。 

平成２６年１月 
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